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修士論文要旨
大学バスケットボール選手におけるACL損傷因子の解析
一連続ジャンプ動作の二次元動作解析について－
Anabsisofrisk伝ctorscontributingtoanteriorcruciateligamentinjuriesincoll（料atebasketbanplayers
－2Dmotionanalysisduringthecontinuous］umPteSt，
坂上　真弓（MayumiSakagami）　指導：福林　徹
【緒言】膝前十字敬帯（ACL）損傷リスクのスクリーニング
として着地時の膝外反角度を測定することが効果的である
と言われている．また，二次元動作解析は簡便で低費用，
短時間で行うことができ，大規模なスクリーニングに適し
ている．そこで，本研究では簡便な二次元動作解析を用い
て連続ジャンプ動作を解析し，女子バスケットボール選手
のACL損傷リスクのスクリーニングを行い，二次元動作
解析と三次元動作解析を比較して，二次元動作解析の妥当
性を検討したい、
【方法】＜研究1＞大学女子バスケットボール選手112名（4
大学）の片脚ずつ224脚を対象とした．また，性差の検討
では，大学バスケットボール選手，男性10名（片脚ずつ20
脚），女性21名（片脚ずつ42脚）を対象とした．実験試技
としてフォースプレート（クワトロジャンプ，KISTLER社
製）上で最大努力での5回連続ジャンプを行わせた．試技
はフォースプレートの前額面と矢状面からデジタルビデオ
カメラ（Sony社製，30Hz）にて撮影された．画像の解析は
二次元動作解析ソフトを使用して行った．前額面から撮影さ
れた動画から上前腸骨棟一膝蓋骨中央一足関節内・外果中央
を結んだ角度を算出し，膝外反角度とした．また，失状面か
ら撮影された動画から肩峰一大転子一膝関節裂隙を結んだ角
度を算出して股関節屈曲角度とし，大転子一膝関節裂隙一足
関節外異を結んだ角度を算出して膝関節屈曲角度とした．ま
た，フォースプレートより体重当たりの床反力と跳躍高を算
出した．静的因子として股関節内旋可動域，外旋可動域，内・
外旋中間位，Q角∴足関節背屈可動域，Ⅹ・0脚を測定した．
＜研究2＞大学女子バスケットボール選手10名を対象とし
た．実験試技は実験1に準ずるものとした．三次元動作解
析では赤外線カメラ（Motionanalysis社製）より200Hzにて
収集した三次元座標をPointClusterTechniqueを用いて解
析し，着地時の膝外反変位量（3I）・Valgus），脛骨内旋変位量
（3D－int rot）を算出した．また，二次元動作解析では，被験
者の正面に設置したデジタルビデオカメラより得られた画
像から実験1と同様の方法で膝外反変位量（2D一Valgus）を算
出した．
【結果】＜研究1＞膝最大外反角度は17．4±8．30，膝最大
屈曲角度が65．3±870（平均値±標準偏差）であった．ま
た，最大膝外反角度と股関節内旋可動域，外旋可動城，内・
外旋中間位との間に有意な相関関係が見られた（r＝0．20，
0，19，0．26）．男女の比較では，女性が男性に比べて膝最大外
反角度（女性＝19．1±10．50，男性＝4．3±9．00），体重当たり
の床反力（女性＝45，5±9．2N！kg，男性＝36．5±5．6N！kg）が有
意に大きく，膝最大屈曲角度（女性＝72．5±10．10，男性
＝81．5±8．20）が有意に小さかった．また，静的因子におい
ては，女性が男性に比べて股関節外旋可動城が有意に小さく，
Q角，股関節内・外旋中間位が有意に大きかった．膝外反角
度と静的因子との相関は男女ともに見られなかったが，女性
のほうが男性に比べて比較的大きな相関係数を示した．
＜研究2＞2D・Valgusと3D－Valgusの間に有意な相関関係が
見られた（r＝0．64，r2＝0．41）．2D・Valgusと3D－introtの間に
は有意な相関関係は見られなかった（r＝0．20，r2＝0．04）．
【考察】本研究では，膝最大外反角度が平均以上，膝最大屈
曲角度が平均以下の選手を高ACl．損傷リスク群として設定
した．この設定の是非については今後の検討が必要である．
また，膝関節角度における性差では，女性が男性に比べて有
意に膝外反角度が大きく，膝屈曲角度が小さかった．一般に
ACL損傷リスクが高いとされる女性において外反が大きく
屈曲が小さかったことから，この特徴が二次元解析において
もACL損傷のハイリスクを示していると考えられた．さら
に，股関節内・外旋可動城と外反角度が相関関係にあったこ
とから，二次元動作解析による膝外反角度は股関節の回旋の
影響を受けている可能性が高く，その影響を考慮した補正式
を作成し，適正な外反角度を算出する必要があると思われた．
二次元動作解析時の膝外反角度と三次元動作解析時の膝外
反角度の間に良好な相関関係が見られた．これは本実験の二
次元動作解析による見かけ上の膝外反が三次元動作解析に
よる膝外反をある程度反映しているということを意味して
おり，本研究のデジタルビデオカメラを使用した二次元上の
解析手法の妥当性が証明されたといえる．
【結論】二次元動作解析を用いて，女子バスケットボー
ル選手のAC工．損傷リスクのスクリーニングを行った．二
次元動作解析と三次元動作解析の比較では，膝関節外反角
度において有意な相関関係が認められ，二次元動作解析に
よるスクリーニングの妥当性が示唆された．また，今後は
補正式を使用し，見かけ上の外反角度の補正を行う必要が
あると考えられた．
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